
〔
下
略
〕

愛
好
者
諸
氏
を
網
羅
し
非
常
の
盛
會
な
り
き
。

今
回
東
京
美
術
學
校
に
於
て
展
観
す
る
中
華
民
國
廉
泉
氏
所
蔵
の
書
霊

は
、
彼
地
に
於
て
頗
る
有
名
な
る
も
の
に
て
、
先
年
獨
逸
の
皇
太
子
、
支

那
に
観
光
の
豫
定
あ
り
し
頃
、
浦
國
政
府
に
て
は
支
那
の
美
術
を
代
表
す

る
に
足
る
べ
き
名
聾
を
展
観
に
供
せ
む
と
し
、
種
々
訪
選
の
結
果
廉
氏
の

蔵
品
を
借
入
れ
し
が
、
流
行
病
の
為
に
観
光
見
合
せ
と
為
り
し
為
、
そ
の

儘
一
時
北
京
に
在
り
し
に
、
生
憎
革
命
の
嬰
胤
あ
り
し
か
ど
、
廉
氏
は
保

管
を
外
國
人
に
托
し
て
、
安
全
な
る
事
を
得
今
回
大
正
博
覧
會
に
際
し
、

山
座
公
使
等
よ
り
そ
の
尤
品
を
携
へ
て
我
國
の
同
好
者
に
示
す
こ
と
を
慾

憩
せ
ら
れ
、
行
箆
に
牧
め
来
り
し
も
の
約
百
貼
あ
り
。
同
氏
の
蔵
品
は
、

明
末
の
名
士
宮
紫
玄
が
、
そ
の
春
雨
草
堂
に
王
建
章
、
張
瑞
圏
、
侃
元
酪

等
と
詩
豊
に
耽
遊
せ
し
時
の
遺
品
多
く
、
姻
戚
の
開
係
を
以
て
、
後
に
宮

氏
よ
り
偉
は
り
し
も
の
を
主
と
し
、
就
中
王
建
章
の
扇
聾
の
如
き
は
廿
四

面
盛
く
非
常
の
傑
作
た
り
。
そ
の
餘
元
季
以
来
の
書
壷
に
未
だ
本
邦
に
流

倦
せ
ざ
り
し
も
の
少
か
ら
ず
。
又
南
唐
刻
本
澄
清
堂
帖
の
如
き
は
明
代
僅

か
に
三
本
を
存
せ
り
と
云
ふ
も
の
4

一
に
し
て
即
ち
邪
子
原
心
の
藉
蔵
本
な

れ
ば
、
宜
に
天
下
の
逸
品
な
り
。
文
雅
の
士
緊
賞
の
機
を
逸
す
る
勿
か

れ。

廉
泉
は
本
校
の
尽
力
に
対
し
、
謝
礼
と
し
て
王
建
章
筆
戚
山
観
瀑
図
大
軸
に

自
筆
題
記
を
添
え
て
本
校
に
寄
贈
し
た
。
ま
た
、
本
校
は
出
陳
作
の
中
か
ら
三

十
余
点
を
選
び
、
こ
れ
に
大
村
西
崖
の
解
説
を
附
し
た
『
小
万
柳
堂
劇
蹟
』
を

大
正
三
年
七
月
に
審
美
書
院
か
ら
発
行
し
た
。
な
お
、
上
記
月
報
お
よ
び
次
号

⑨
 

の
第
四
号
に
は
王
建
章
、
仇
英
、
沈
石
田
、
王
孟
端
、
博
山
、
張
船
山
、
高
鳳

翰
、
石
濤
、
周
之
晃
、
侃
元
瑞
、
唐
履
雪
の
作
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

日
本
美
術
院
再
興
、
第
一
回
院
展

大
正
二
年
九
月
二
日
の
岡
倉
天
心
死
去
を
契
機
に
横
山
大
観
、
下
村
観
山
、

木
村
武
山
ら
弟
子
た
ち
の
間
に
日
本
美
術
院
再
興
の
議
が
起
こ
り
、
こ
れ
に
辰

沢
延
次
郎
、
笹
川
臨
風
、
斎
藤
隆
三
ら
が
協
賛
し
、
急
拠
計
画
が
進
め
ら
れ
、

大
正
三
年
に
は
美
術
院
に
縁
故
の
深
い
谷
中
の
地
に
研
究
所
が
建
て
ら
れ
た
。

本
館
は
二
階
建
畳
敷
百
二
十
余
坪
の
純
日
本
式
建
物
で
、
こ
れ
に
二
十
余
坪
の

別
棟
と
十
余
坪
の
管
理
人
室
が
連
な
り
、
本
館
二
階
二
十
五
畳
の
室
が
同
人
の

画
室
に
、
階
下
五
十
畳
が
研
究
室
に
、
五
間
に
三
間
の
板
の
間
が
洋
画
研
究
室

に
、
十
五
畳
が
図
書
室
に
、
ま
た
、
別
棟
は
木
彫
研
究
室
、
塑
造
研
究
室
に
あ

て
ら
れ
た
。

洋
画
研
究
室
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
大
観
と
小
杉
未
醒
が
以
前
か
ら
計
画
し

て
い
た
自
由
研
究
所
構
想
に
よ
る
も
の
で
、
こ
こ
で
は
未
醒
が
制
作
や
指
導
を

行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
木
彫
研
究
室
は
平
櫛
田
中
が
中
心
と
な
っ
て
使
用
し

た
。
第
一
回
文
展
開
催
の
と
き
、
岡
倉
天
心
の
提
唱
に
よ
り
高
村
光
雲
、
米
原

雲
海
、
山
崎
朝
雲
、
滝
沢
天
友
、
平
榔
田
中
ら
が
日
本
固
有
の
木
彫
美
術
の
振

典
を
目
的
と
す
る
日
本
彫
刻
会
を
結
成
し
た
が
、
田
中
は
院
再
興
を
機
に
日
本

彫
刻
会
を
開
散
し
、
吉
田
白
嶺
、
内
藤
伸
、
下
村
清
時
、
佐
藤
朝
山
を
伴
っ
て

美
術
院
に
参
加
し
た
の
で
あ
っ
た
。

大
観
ら
は
、
最
初
は
単
に
天
心
の
遺
志
を
継
い
で
真
摯
に
日
本
画
を
研
究

し
、
日
本
画
の
向
上
を
図
ろ
う
と
い
う
趣
旨
で
計
画
を
進
め
た
が
、
そ
の
さ
な

か
に
大
観
が
文
展
の
審
査
委
員
を
除
外
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
文
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作
品
に
満
ち
同
院
が
再
興
第
一
回
の
展
覧
會
と
し
て
は
成
効
に
近
き
も
の
と
い

号
も
「
全
憫
を
通
覧
す
る
に
、
見
る
べ
き
も
の
甚
だ
多
く
、
新
進
硲
究
の
活
氣

れ
大
変
な
盛
況
で
あ
っ
た
。

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
三
巻
第
六

賛
助
員

経
営
者

展
の
日
本
画
部
門
は
新
旧
両
派
の
軋
礫
が
は
げ
し
く
、
文
部
省
は
緩
和
策
と
し

て
大
正
元
年
に
一
科
（
旧
派
）
、
二
科
（
新
派
）
に
区
分
し
て
別
個
に
審
査
を
行
う

こ
と
と
し
た
が
、
大
正
三
年
再
び
こ
れ
を
一
本
化
し
、
そ
の
際
、
二
科
制
で
大

幅
に
増
員
し
た
審
査
委
員
を
削
減
し
、
大
観
も
そ
れ
に
含
ま
れ
た
。
こ
の
措
置

は
大
分
議
論
を
呼
ん
だ
が
、
大
観
は
こ
れ
に
よ
っ
て
文
展
へ
の
対
抗
意
識
を
燃

え
立
た
せ
、
ま
た
、
彼
に
同
調
し
て
下
村
観
山
も
審
査
委
員
を
辞
し、

安
田
靱

彦
、
今
村
紫
紅
ら
も
文
展
を
離
れ
て
美
術
院
に
与
し
、
反
文
展
、
在
野
党
と
し

て
独
自
に
公
募
展
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

開
院
式
は
天
心
の
一
周
忌
に
あ
た
る
大
正
一
一
一年
九
月
二
日
に
行
わ
れ
た
。
当

初
の
陣
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

横
山
大
観
、
下
村
観
山
、
木
村
武
山
、
安
田
鞍
彦
、
今
村
紫
紅
、

小
杉
未
醒
（
以
上
同
人
）
、
辰
沢
延
次
郎
、
笹
川
臨
風
、
斎
藤
隆
三

高
田
早
苗
、
原
富
太
郎

評
議
員
経
営
者
と
賛
助
員
全
員

院
友
は
二
十
余
名
、
研
究
会
員
は
九
十
余
名
あ
っ
た
。
院
友
の
な
か
に
は
西

村
青
帰
、
勝
田
蕉
琴
、
中
村
岳
悛
、
筆
谷
等
観
ら
東
京
美
術
学
校
卒
業
生
も
い

た
。
研
究
会
員
中
の
野
生
司
香
雪
も
本
校
卒
業
生
で
あ
る
。

大
正
三
年
十
月
十
五
日
か
ら
十
一
月
十
五
日
ま
で
文
展
と
会
期
を
同
じ
く
し

て
日
本
橋
三
越
で
第
一
回
日
本
美
術
院
展
が
開
催
さ
れ
、
大
観
の
「
滸
刃
有
余

ほ
か
小
品
三

地」
、
観
山
の
「
白
狐
」
、
武
山
の
「
小
春
」
、
未
醒
の

点
な
ど
同
人
の
作
と
公
募
作
の
絵
画
四
十
九
点
お
よ
び
彫
刻
十
四
点
が
展
示
さ

「
飲
馬
」

ふ
べ
く
、
他
の
展
覧
會
に
到
し
て
、
院
派
の
特
色
を
登
揮
せ
り
。」
と
賛
辞
を

こ。f
 

普
つ，
 

東
京
美
術
学
校
規
程
改
正
と
制
度
改
革

大
正
三
年
九
月
五
日
発
布
文
部
省
令
第
二
十
八
号
に
よ
り
東
京
美
術
学
校
規

程
が
定
め
ら
れ
た
。

東
京
美
術
學
校
規
程

第
一
條
東
京
美
術
學
校
ノ
學
科
ヲ
分
チ
テ
日
本
聾
科
、
西
洋
霊
科
、
彫
刻

科
、
圏
案
科
、
金
工
科
、
錨
造
科
、
漆
工
科
及
製
版
科
ト
ス

製
版
科
ヲ
除
キ
各
學
科
二
豫
備
科
ヲ
置
ク

第
二
條
東
京
美
術
學
校
ノ
修
業
年
限
ハ
豫
備
科
ヲ
通
シ
テ
五
箇
年
ト
ス

但
シ
製
版
科
ノ
修
業
年
限
ハ
三
箇
年
ト
ス

．

第
三
條
各
學
科
ノ
學
科
目
及
其
ノ
程
度
ハ
左
ノ
如
ン

（
學
科
目
及
毎
週
赦
授
時
敷
表
略
之
）
〔
頁
「
学
科
課
程
」
参
照
〕

學
校
長
ハ
臨
時
必
要
卜
認
ム
ル
場
合
二
於
テ
ハ
前
表
ノ
毎
週
数
授
時
敷
ヲ

増
減
シ
若
ハ
科
外
講
義
ヲ
開
ク
コ
ト
ヲ
得

第
四
條
卒
業
者
ニ
シ
テ
既
修
ノ
學
科
二
就
キ
更
二
祈
究
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ

ハ
研
究
生
ト
シ
テ
三
箇
年
以
内
在
學
七
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
五
條
各
學
科
ノ
學
科
目
中
一
科
目
若
ハ
敷
科
目
ヲ
選
揮
シ
テ
學
修
七
ン

ト
ス
ル
者
ハ
選
科
生
ト
シ
テ
入
學
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

（『東
京
美
術
学
校
一
覧
立
翌
髯
』）

こ
こ
に
図
画
師
範
科
が
除
外
さ
れ
て
い
る
の
は
同
科
に
は
別
設
の
「
東
京
美

⑩ 
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